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ー
ネ 

八
七
一
年
か
ら
一.
.八 

九
0'

年
迄——

：の
；全
期
間
を
指
す0
で
ぁ
：る
？
然
ら
ば
、
：ヮ''
'
1ゲ
作
'̂

ぼ
何
澉
に
こ
§
全
期
揭
を
自
涵
營
利
锻
濟
ゃ

力
と
宕
务
に
，
假
令
へ
扣|3
:
の
.ヵ
ル
チ
ル
>
:
:汉
5

自
出
：攀

を

阻

害
1-

る
.も

曹
.外
に
、
5

、
保
議
關
秘
制
度
、ハ
社
會
政
策
的
法
規
、
公
經
濟
の
膨
脹
、
國
家
資
本
ト
ラ
ス
ト
議
等 

P

國
家
平
渉
が
#

し
て
，擎

た

に
#

ょ
，
尙
'ほ
こ
：れ
等
の
：拘
衆
經
濟
的
諸
契
機
ぬ
經
觀
域
の
：各
方
商

從
•つ
.て『

當

時

.に

於

て

ボ

優

靈

昼

量

«:
'

乾
哼
商
品
.の
觀
格
^

^

^

の̂
.變
動
は
.大
體
に
需
要
供
給
の
.法
則
に
從
つ
て
居
つ
た
か
ら 

で
あ
る
0』

0
。>
.
更
に
耷
^!

換
べ
.が
な
ら
ぱ
、
假
令
へ~-
_

».
:

务
と
_

綸
と
：把
不
均
衡
が
敗
じ
、.ぃ
恐
慌
が
惹
起
さ
る
、
こ
と.が
あ
る
も
\
 

讓

競

爭

鼠

用

に

赘

需
i

ff
:
格
と
供
給
價
糌
と
ほ
自
動
的
に
均
衡
を
囘
復
し
_

.ら
：す
f

グ
 

何
ど
な
れ
^

自
_

利
&

濟
組
_

に
於
て
は
，
自
由
競
繁
私
經
濟
的
勤
称
渺
と
齡
產
及
び
消
費
に
就
を 

し
”て
ゐ
た
か
ら
で
あ.智

.即
か『

營
利
欲
と
競
爭
と
は
對
立
的
な
カ
で
あ
疋
相
«

に
@;

數
的
關
像
に
立
ー
ち

 ̂T

即
ち
そ
の
强
度
に̂

て
、 

ァ
至
方
财
，：
狀
態
，畏

：
.て
相
：瓦
.に
規
定
し
合
ふ
所
の
力
で
あ
る
。
.
.決

定

的

な

こ

と

は

：、

，こ
：
れ
；等

の

カ

.に
據
0

て
經
濟
の
均
衡
は
澈
ら
さ 

れ
る
の
で
あ
R

、
：
.

.
 

は
こ
れ
等
の
運
動
力
な
ぐ
し
て
は
全
く
恭
べ
氣
&
れ
な
い
と
沄
ふ

I

で
あ
る
o』

c

& 

_

 

家
に
f

.

ず
各
綻
濟
主
體
は
、#:
利
欲
め
支
配
さ
れv>

>
:

自
已
の
坐
產
物
乃
茧
給
付5:
'
此
來
_

け
紀
い
妬
格
で
、
賣
ら
ん
と
し
、

：

又 

基

な

も
.§.

を
出
_

だ
け
{女
い
.債
格
で
買
は
ん
と
す.蝥

共

に
、

#;
^
^
^

他
の
.競
爭
者
わ
排
除

3

 

^
邕

.の
生
產
物
外
獻
付
を
賢
ら
ん
が
#

_

ぃ
價
_

で«:
-
る
必
乘
に
追
ら
れ
’
文

買

手

ル

他

の

競

爭

奮 

ぉ
除
し
^

自

艮
#

要
な
'も
.の
奪
具
.は
ん
.が
,

違

：い* :
格
贷
買
ふ
：必^ :

れ
ば
と
そ
^

^

格
と
.需
皆
債
勝
枳
§
:

|

_於
_

さ
%

る
が
_

;

る
0
:
|''
:
1
:
.
'
”
 

.

•

ド 
一'

,

■

.

糌
換
期
に
'立
マ
理
が
：編#
,
::
.

, 

五
,:
.

(

八
九：
5
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變

i
i

#'

り
.理
論
！
！濟
専
ぐ 

六

C

八
九
六
；

5 

.

.

.奮
;̂

、、
ど
：か'齡
宽
齡
な
3

0:
,
&
ガ
が
供
用
し̂

經
漱
坪
衡
を
.激
^

じ
#
る
爲
には
、

更
に
*

手
妓
に
買
手
が
供
給
憤
格
と
需
要
價
格 

i
 

_

«̂:
'

*r
*

レ

超

於

，

，

迅

が

^

界
ず
シ̂

^

氣
格
乃
至
擎
要
價
楮
怒
皆
敗
に
&
か
ぱ
得
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
ヮ
即
ち
均 

備
^
:だ
が
^

曲

競

爭

ど«-
_

衡

が

■

節

_

か

0:
#-
#
ボ
る
外
^
、
、.奶

勘

件

と
1>
■.
て
M:
«

o!

自
由
運
跡
を
必
要
と
す
るo
撕
く 

價
梭
：にti

由

運

■

性

許

奴

：抑
：ば

^:
ぞ
•

假
ダ)

へ
好
況
期
に
於
て
信
用
靡
膨
め•

取
價
■

於
過
度
に
隊
賢
し
、
投
機
熱
を
煽
り
、
過
剩
生 

乾
ぬ
墜
A>

り
、
_

鄱
&:

勒
需
要
_

氣
0

荞
均
節
解
ら
恐
慌
が
勃
發,
乜
^

^

恐
碳
竝
ビ
不
況
期
間
に
於
て
價
格
は
下
落1>
、
こ
の
價
格 

の
ぎ
動
調
節
作
用
ヒ
通
が
も
职
煬
傲
節
於
^

^

ざ
れ
ジ
斯
加
る
價
板
か
自
^
運
動
性
に
逛
く
市
場
均
衡
の
自
動
調
節
を
コ
ン
ラ
ッ
ド 

?:)

ほ
1
市
墩
撒
撕
の
自
動
性

』
〕

と
_

^
で
ゐ
'る
0
;:
,
。 

，

(

,

丨
そ
れ
慠̂

(

ご
の
自
由
纪̂

|

|

_

1
對
_

し
、
乱
づ
ゼ
办
史
配
的
な
力
と
し
，て
良
齓
衝
#
.
と
營
利
欲
と
を
樾
木
前
提
と
し
て
理
論
體 

系
.を
構
成
.レ
た
所
0'
從
取
0:
:
き
_

_
澈
裂
6

、
杏
典
廳
ぬ
也̂;
:

暇
界
紀
/1
1

學
_

に
せ
±.
,

に
0

1
ザ
ン
ヌ
學
派
に■於
て
は)

等
し
く
、 

均
_

理
_

を
ぞ
沙
膨
系0
起
^
象
と
な
す
に
苑
ク
た
こ<?:
-
'は
當
膝
で
ぁ
る
。
斯
か
る
均
衝
理
論
和
心
の
理
論
^

資
本
主
義
經 

濟
齟
織
め#t

構
造
が
自Ft
l
營
利
时
¥

る
限
り
、
現
實
の
經
濟
現
象
の
私
質

:̂
!
-芷
し
く
把
揾
し
た̂'
の
で
ぁ
り
、
且
つ
そ
の
理
論
を
恶 

磯
と
レ
て_

さ
れ
.た
經
_

膨
氣
也
有
效^ :
る
結
果
を
齎
し_

?>
.:0
. 

,

X- 

,
氣
ら
ぬ
、
，
雷
界
大
戰
儉
、
_

に
-li
t

界
恐
慌
以
後
に
於
け
あ
^ :£

の
資
本
*

義
經
濟
組
織
の
甚
本
鞲
造
は
自
由
營
利
的
で
ぁ
ら
ぅ
か
。 

.從
0

て
.又
從
來
€

现
論
經
濟
學
が
ぞ
の
安
贫
性
釔
主
張
し
糌

.る

.だ
ら
.ぅ
が
。
.
ベ」
.
.

常
し
' 

火
驟
前
の
經
濟
組
織
に
せ
ょ
大
戰
後
め
經
濟
亂
織
杧
せ
ょ
、
夫
等
は

■等
.む
く
资
本
主
義
的
な
る
點
に
變
り
は
な
く
、
從
つ
て
刹

浪
目
當
の
生
產
が
行
は
れ
で
を
限.り
、
.'.
.營
利
欲
な
る
契
機
は
今0-
に
於
て̂

排
險
さ
れ
て
は
ゐ
ない
o

た
t

自
由
競
维
な
る
契
機
が
內 

的
必
然
性
を
以
つ
て
そ'(
0

對
立
物
た
る
拘
束
：
.に
轉
化
す
る
に
至0
た
の
で
あ
る
o 
'即
ち
自
曲
營
利
經
濟
か
ら
拘
東
營
利
經
濟
へ
と
發
1
 

^

た
^

で
あ
名
0
:蝕
に
指
摘
し
：た
如
く
、
：：自
由
營
利
經
濟
組
織
の
§

に
於
で
は

 

>(

自
由
競
锥
(0
.
作
用
に
據
り
、.一
方
に
於
て
勞
働
賃 

銀
が
引
下
げ
ら
れ
ブ
こ
れ
が
勞
働
證
の
自
衞
策
士
じ
て
勞
働
組
合
が
生
れ
る
と
共
に

、
.他
方
企
業
家
の
團
結
を
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。 

郎
ち
.，
•自
由
競
爭
め
下
杧
於
で
ひ
他
の
競
举
者
を
棑
除
し
て
自
己
ぬ
商
品
を
寶
ら
ん
が
爲
め
は
彳
販

^

^

格
を
⑴
下
げ
ね
ば
な
ら
ず
、 

而
%>

尙
ほ
和
胸
を
獲
得
す
るが
爲
に
は
生
產
#

を
低
卞
：せ
し.め
な
け
れ
.ば
な
ら
ず
、

.そ
れ
が
爲.

に
.
.ば
大
規
模
生
產
を
，.行
は
な
け
れ
ば故 

ら
ぬ
Q
.坐
靡
規
模
の
擴
大
は
單m
投
下
資
本
$

量
的
增
太
を
意
味
す
る
ば
か
り
で_は
な
；ぐ
、'そ
の
質
的
變
化
.を
意
味
す
る̂

^

^

て

、 

總
資
本
中
固
定
資
本.の
占
め
る
割
合
が
流
動
資
本
；

Q

そ
れ
に
比
し
て
相
■
的
に
増
大
す
る
。
機
械
其
他
の
エ
場
設
備
等
の
固
定
資
本
か 

ら
生
す
る
生
產
蜜
は 
>
.
:總
坐
產
數
量
.の

增

減

ぽ

無

關

係

纪

常

忙

固

宠

的

迖

金

生

產

物

に

典

，通

.に

要

す

：
る

坐

產

費

：で

あ

^
^
'
こ

れ

に

反

し 

て
原
积
品
、
.へ
燃
料
、
賃
銀
等
の
流
動
資
本
か
ち
生
ず
る
坐
產
費
は
總
生
產
數
量
の

..增
減
：に
此.例
.し
.て
看
る
坐
產
費
で
あ
，る
。
條
つ
て

固K

資
本
が
流
動
資
本S

U

语

對

的
§

大
0

窆

豈

、
生

産

費

中

固

窘

が

摄

費

湯

し

p

相
對
的
§

大
し
た
こ̂
^
 ̂

意

味

す

考
★
.

ラ
マ
ず
レ
ン
バ.
ッ
>\
.
の
所
說
c
'i
:
it

從
ベ
ば
、
：
溶

『

蜃
費
に
據
つ」

て
自
崖
濟
が
破
瓌
さ
れ
る_

で
あ
る
0

と
写 

ふ
の
は
.
.
'生
産
費
中
固
定
費
が
相
對
的
に
增
火
ず
れ
ば
^： :

總
生
養
量
を
增
大
す̂

こ
と
は
.生
産
費
單
價
を
議
せ
し
め
、
反
對
に
總 

生
產
數
量
を
減
少
す1

^

は
生
產
費
單
價
を
遞
增
せ
し
奶
る
か
ら
じ
て
、
.'
:
各
企
拳
は
假
令
べ
恐
慌
に
次.い
.で

不

況

期

に

於

て

も

坐

產 

制
限
女
行
ふ
f

は
坐
産
.費
單
價
を
遞
增
せU
め
る>

：；

と
、
な
る
か
ら
、.極
力
生
產
制
眼
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
艰
各
也 

,-
,
'
,
-
::
;

:4
:
轉
f

に
立
り
璉
输
.經
濟
學
 

.

ヒ

パ

c

i

,
 ノ
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s

期
I

自

禱

學
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:
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バ

ロ

へ

.，
：

 

八

I

V

ー
業
は
坐
產
则
限
を
行.は
ず
_

て
.而
^
布
場
_
裕
を
維
持
ず
る
爲
に
身
ヵ
ル
ニ
ア
ル
考
の
他
0
獨
占
體
を
權
成
し"
成
^

:

古
贫
洛
-£

と
に
ょ
り
ク
內
國
市
場
难
對
汶
名
供
：
^

量
を
制
限
也
て
：觸
古
價
格̂
課
す
^
井

に
:'
>
:
他

方

淺

余

の

過

剩

生

寵

物

は

外

國

市
 

場
に
^
ツ
ビ
ン
グ
し
、
：

以
：：

0
;て
各
企
業
は
考
0
利
潤
を
確
保
す
§.
.
:斯
く
0
如
.く
^
自
由
競
@
'
-
-
-
坐
產
費
低
下
の
^

要
—

-
坐
產
珙

,
糢
獷
为
の
：必
要-

^

固
定
資
；本
の
相
對
的
增
太|

固
定
費
0

相
對
的
增
大
|

生
產
制
限
：の
：不
可
能
|

獨
ポ
霧
成
の
必
耍
と
沄

.

.

. 

• 

• 

.

:ぶ
： .；

l
i
.の
過
程
を
通
じ
亡
：巧
自
由
競
爭
は
崗
的
必
然
性
を
以
づ
て
淹
の
観
从
物
次
る
獨
占

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

濟

：へ̂

移
行
次
る
。
：̂
3
フ
、
マ
ヾ
ン
來
明
か
に

^

0

ず
れ
：ば
す
洛
程̂

れ
だ
け
生
產
0

藤
政
：府
的
狀
態
の.危

險

及

：び

馨

を

：益

.々
：
避

げ

ん
i

し
>
.
そ
れ
だ
け
國
民
經
濟
的
組
織
即
ち
結
合
に 

ま
令
競
^

の
：排
除
は
麵
々
必
然
的
で
ぁ<>
た
3』
と
'̂
9
>
:
:
:

)

へ
：:
' 

:.

パ
 

'蒙

、，:

.

■

,
:
b
:'<
c
)
:發
展
傾
向
は
f

大

戰

以

後

に

於

：
て

加

速

度

的

に

現

は

れ

來

つ

た

の

：
で

ぁ

る

。
：
即

ち

-'
'

大

戰

中

に 

.
は
獨
古
體
の'結
成
怒
助
成
す̂

と
共
ぬ
、
：閉
戰
後
戰
時
銃
制
經
濟
の»
消
^

る
後
も
、
決
し
无
獨
占
體
結
成0
勢
は
弱
ま
ら
ず
、
寧
ろ
戰 

.後
に
於
け
る
過
剩
生
產
恐
慌
の
切
拔
け
策
と
，し
て
，

''
'1;ー，方
內
國
市
場
ぬ
獨*
を
强
化
す
.る
と
共
に
.他
方
海
外
.に
對
し
過
剩
坐
產
物
の
ダ 

:ン
：：

ゼ

：ン

グ

を

强

行

ち

.以
つ
て
：坐
產
制
限
を
囘
避
し;,
'

而
ル
需
供
に
均
衡
を
保
た
し
め
ん
と
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
.內
國
市
場
の 

獨
占
*.

海
外
市
場
獲
得
を
保
證
わ
、：
#

易
な
ら
：し.め
る
も
の̂

.
し
で
_

税
障
萼

、
壬

義

政

策

を

招

來

し

た

<°
&

の
^

護
、壬
義
政
策
は
寅
に
又
內
國
市
場
に
於
け
る
獨
占
の

.强
化
に'拍
車
を
か
け
る_に
至
.つ
た
？

^

向
は
'
:一；.九
1
:ー
九
：年
の
世
界
恐
慌
後11
に
强
化
ざ
れ
て
行
つ
た
。
.
.即
ち
激
烈
な
.而
も
長
期
に
苴
る
不
況
の
下
に
喘
ぐ
諸
企
業
は
、
自
甶
競

に
管
徵
格
の
引
下
を
懸
け
る
が
爲
に
觀
占
を
强
化
す
る
基
に
、
過

i

生
乾
物
を
腺
外
备
賣
せ
ん
が
爲
に
保
護
塞
の
援
助
を 

^

要

芒

、：，こ
の
國
家.
S

.る
保
S

;

義
政
策
：

6

進
展
.：は
進
ん
で
國
家
が
積
極
的S

S

.

生
み
出
し
、

こ
の
統
制
經
濟
政
策
は
從
來
自
然
に
發
生
し
た
獨
盧
：の
.結
成

I

家
自
身
が
法
認
し
、
助
成
し
更
に
强
制
さ
へ
；す

.る
に 

至
つ
た
。
そ
し
で.こ
の
統
制
經.濟
政
策
遂
行
に
最
も
適
.合
し
た
政
治.紙
織
.と
し
て
獨
敦
生
義
が
發
展
し
た
。
そ
れ
故
、
戰
後
に
於
け
る 

I

ぬ
濟
組
織s

p

化
の
.特
徵
を
力
ッ
セ
.
ル

(
S
〕

は『

塗
主
義
か
ら
統
制
經
濟
を
通
じ
て
獨
裁
主
義
へ

』

と
名
付
け
て
居
り
、
又
吾
々
の
用 

語
を
以
つ
て
す
れ
ば

『

自
_

營
別
經
濟
か
ら
拘
.東
營
利
經
濟
を
通
じ
て
統
制
經
濟
へ

』

で
あ
るo

吾A

は
次
に
こ
の
次
戰
後
に
於
け
る
獨
占
の
强
化
、
從

o;
て
自
由
營
利
經
濟
か
ら
拘
束
營
利
嘗
へ
の
移
行
に
關

し

、

具

體

抓

實

例
 

齡

W

ょ
ぅ
o

戰
後
爾
洲
の
諸
國
に
於
て
■

の
强
化
は
一
般
的
傾
向
で
あ
る
が
、
先
づ

J

な
例
と
し
て
獨
逸
の
場
合
を
擧
げ
れ

ば

、

慮

1

內
に
於
付
る
？

ァ
J

m

Q

增
加
は
次
の
如
く
で
あ
つ
て
、
特
に
保
護
_

が
强
化
さ
れ
た
戰
後
ィ
ン
フ
レ

I

シ；

ン
時
代
以

後
に
於
て
、
急
激
な
る
增
加
を
私
し
て
ゐ
る
0 
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九
Q

0)
且
.つ
ナ
チ
統
制
經
濟
政
簿
の
|
^
ノ
一
 

汍
三
'三
年
七
月
十
葙
日
に
は

『

強
制
ヵ
：ル
テ.ル
法』

が
制
定
さ
れ
、

『

經
濟
大
臣
は
、
結
合
乃
至 

加
入
が
企
業
の®
要
性
.越
に
金
體
經
濟
及&

公
共
の
：福
軸
を
顧
慮U
て
特
に
必
要
な
り
と
認
め
らる

X

時
は
、
市
場
統
制
の
目
的
を
以 

つ
て
企
業
を
シ
ー
ン
あ
ヶ1
ト
1

先
ル
デ
ル
巧
協
約
乃
莖
類
似
從
協
洚
に
結
含
せ
し
め
、
或
は
旣
存
の
斯
か
る
企
業
結
合
に
加
入
せ
し
め 

る
こ
と
を
得
J
<12
vy/

る
に
至
り
"

斯
か
る
國
读
的
强
制
カ
に
據
り
獨
占
體
の
結
成
が
助
成
さ
れ
た
。
斯
ぐ
獨
占
體
の
發
展
に
據
づ
て
、
拘 

束
經
濟
が
自
由
經
濟
に
瀚
し
如
何
な
る
量
的
§

を
占
ぬ
る
に
至
の
た
か

g

問
題
：に
就
き
ヮ
ー

ゲ
：マ
ン
は
大
體
次
の
様
な
結
論
に
達
し 

>て
屑
る
。
c
13
>

-x

業

品

の

，原

價

に
.

對
し
て
は
、
總
計
五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
の
拘
束
が
推
定
さ
れ
る

o

こ
の
原
價
の
拘
束
は
-
當
然
價
格
に 

影
麝
し
.て
、
直
接
こ
れ
を
一
部
固
定
せ
し
む
る
結
果
と
な
る
。
エ
業
坐
產
物
の

'販
賣
高
の
.約
ニ
五
乃
至
三
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
手
工
業
生

.

.
+ 

•
.
: 

.

-.
.. 

.
-
V
.
.
. 

/ 

- 

.

*

.
 

.
* 

.

.

.

.

. 

. 

....
 

.
 

.

•

 

- 

• 

, 

/ 

.• 

.

.

.

.

. 

: 

. 

: 

.
'
• 

i

.

.

産
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の
一
五
.乃
至
ニ
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
直
接
價
格
が
拘
束
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
エ
業
坐
產
物
價
格
の
直
接
ノ
間
接
の
枸
朿
を
合
す
れ
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い
.
.

ば
五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
す
る
。
更
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
工
業
生
産
物
の
四
〇
バ

1

セ
ン
ト
は
力
ル
テ
ル
の
銃
制
に
從
つ
て
ゐ
る
。

一.
一.
.
.
.
.
.
.
.
.

人
.

.

.
マ
.

.
•

'

-

8

:

チH

ッ
コ
ス
P

バ
.
キ
ヤ
に
於
て
は
，一
九
三
三
年
の
新
法
律
に
據
り
て
ヵ
ル
テ
ル
の
登
記
を
要
求
し
、
そ
の
登
記
數
は

K

三
八
に
達 

し
て
ゐ
る
o 

C14)

ノ
ー
.ル
ウ
CC

ィ
に
於
て
は
、C
14
'

1

九
ニ
A

一
九
二
九

'
I

九
三
〇

.
一九
S

一九三U
1

九
三
三
，一九三四 
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.ガ
ル
テ
ル
及
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;
ラ
.ス-卜
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艽八：
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五
五
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四
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五

'

大
體
に
！

K

つ
て
^

歐
洲
に
於
で
ば
、
保
護
主
義
特̂
關
税
障
壁
が
高
め
ら
れ
、

「

且
：っ
，統
制
經
濟<0
强
化
さ
れ
て
居
る
國
に
こ
の
傾
佝

,

:
次
に
，米
國
に
就
い
て.見
る
に
，

合
併
凡
至
賢
收
さ
れ
た
會
胁
數
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右
の
表
ょ
り 

'如

何

に

戰

後

米

墨

業

の
n
 

0
- 

 ̂

^
 

^
 

§

.

0 

5
0..更
に
各
主
要
產
業
に 

?

い

て
.，
拘

朿

經

溏

が

自

由

經

濟

.に
對
し
て
占̂
.

み
量
的
割
合
に
就
い
て
芝
ば
：、
石
油
業
.に
•於

：て

は

、
，

.
五
大
會
社
が
，石
油
埋
藏
量
の 

S

•
五
-

丨
セ
'
ン
ト
I

九
の
#:

社
が
冗
セ
.，
ニ
パ
丨
'セ
レ
ト
を
 
>

三
〇
の
會
社
が
七̂

四
。ハ

為
^
^

轉

翁

養

理

敵

毅

攀
. 

二 

(

九
3

,



奮

期
.S

マ
理
：

k

餐

學
'
 

H
1
(

九
o'

ニ)

全
#

黎

の

殆

ん

ど
+

分
の
.九
が
僅
か
.に
十
分
の」

即
ち 

一
一
•
四
パ
、1

セ
シ
.̂
-
が

：石

油

埋

藏

量

を

所

有

す

る

に

過

，な

_い
、8

:
:
叉

鐵

鋼

.
- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.. 

.

燊
に
就
い
.て
写
へ
ば
、’
九
.の
會
肋
が
全
來
.の
鋼
塊
生
產
能
力
の
八
一
7̂

八
パ
ー
セ̂

>-
:
を
私
め
て
嵐
ん
已
丨
石
炭
業
に
於
て
は
、
荷
煙 

炭
採
掘
鑛
11
1
-總

數

の

約

三

分

ぬ

為

九

^

五

举

ぱ

の
.鑛
山
が
年
總
坐
產
額
の̂:
-
ニ

•
ニ

パ

！

セ
シ
爿
を
古
め
て
ー
居

.り
§

、
ソ
而
も.ー|
.7
1
.
年
<?
:

.ー
ー
九
年
と
.で
は
右
三
分
の
ー
‘の
鑛
山
數
は
實
數 

に
於
て
減
少
し
て
ゐ̂

§

又
電
力
業
に
就
‘
て
袞
へ
ば
、
：
一
.セ
：の
ガ
m

カ
會
社
が
一
九
三
〇
年
度
總
電
力
坐
產
中
九
四
•
〇
四
パ
ー
. 

セ
ン
ト
を
古
め
て
替
りC
19
}
、
自
動
車
エ
業
に
於
て
は
、
フ
ォ
ー
ド
、
ゼ
ネ
ラ
ル

V

モ
ー
タ
ー
ス
、
ク
ラ
：ィ
ス
ラ
ー
の
三
社
が
一
九
三
〇 

牢
に
は
：撤

販

讓

數
'

Q

八

三

•
三

五

パ

ー

セ

ン

}

を
占
め
て
ゐ
る
。
ハ200

m
j

つ
！兀
來
自
由
主
義
の
僩
と
し
て
の
米
國
は
、
大
戰
前
に
は
シ 

ャ
ー
マX

•アン
チ
フ
ス
ト
法

(
一

八
九
〇
年〕

以
來
ト
ラ
ス
ト
禁
膨
政
策
を
探
つ
て
ゐ
た
も
の
：が
、
大
戰
を
_

期
と
し
て
、
ゥ
A

ッ
ブ 

法(

1
A.
'

®

と
が
ッ
。ハt

•
フ

ォ

ル

ス

^

ッ
.
ド

法
(

一
九
ニ
ニ
：年

)

に
據
り
、
ト
ラ
ス
ト
禁
止
に
對
し
、
前
者
は
輸
出
業
に
、
後
者 

は
農
業
に
夫
々
例
外
を
認
め
、
以
つ
て
取
締
を
寬
和
す
る
と
共
.に

•

更
ビ
ド
尺
八
の
下
に
於
て
は
、
全
產
業
部
門
に
苴
り
、
國
家
は
積

. 

極
的
に
.カ
ル
テ
ル
の
認
可
乃
至
强
制
を
行
ひ
、
.然
る
限
り
ト
ラ
ス
ト
法
，の
適
用
を
排
除
し
た
。
，そ
れ
故
、
實
數
は
明
か
で
な
い
が
、

N
 

R

A

O

Tに
於
て
更
に
獨
古
が
强
化
さ
れ
た
こ
；と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
昨
年
の
聯
邦

^

業
委
員
會
の
報
告
は
、N

R

A
が
獨
占
を
助 

長
し
、
小
企
業
を
破
壤
せ
る
事
實
を
認
め
^

お
る
。
 

• 

-

ふ*

に
我
國
の
實
狀
に
就
い
，て
見
る?>
'

、
例
べ
ば
鋼
鐵
業
に
於
て
は
、
昭
和
八
年
度
の
棒
鋼
坐
產
高
の
四
四
。ハ
ー
セ
ン
ト
は
カ
ル
テ
ル 

加
盟
の
0;

鐵
，
_
:0:
:

本
鋼
管
、.吾
孀
製
鋼
の
三
社
が
占
め
て
居
り
、
中
型
山
形
鋼
の
.昭
和
八
年
度
の
總
生
產
高
の
八
九
バ
ー
セ
ン
ト
を
そ

の
販
寶
ヵ
ル
ー
ブ
ル
が*

め

て

居

り

、

同

じ

く

八

年

度

の

形

鋼

：̂
產

高

の

約

九
？*

九

パ
1

セ
シ
ト
を
占
め
、
厚
鐦
板
坐
產
に
於
て
は
 

ー
0
 

0

X

1
セ
ン 

め
、
：截

坐

產

高

に

於

：

V

は
九
ぞ
六
パ
丨
セ
シ
ト
を
占
め
て
ゐ
る.0
雲

業

に

於

；て
も
、
全
國
送
炭
高
に
卧
す
る 

カ
ル
テ
ル
Q

i

る
S

合
は-*
卿

邪

九

年

度

に

は

七

九

•
四
七
パ
丨
セ
シ—

、
九

部

に

は

治
^

九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
又
紡
續
業 

に
於
け
る
カ
ル
チ
；ル
の
：变
规
カ
は
强
化
さ
れ
て
居
']
)

、
且
0

々
や
カ
：ル
テ.ル
，に
於
け
る
五
大
紡«
會
秕(

大
日
本
、
衆
洋
、
鏑
淵
、
富
士
、 

日
淸 
>
の
生
產
廉
:«

は

；
紛

機

に

於

，
て

.

§

^

。々
^
^

產
に
於
.て
は
，
そ
.の
殆
ん
ど
}

0

:0

パ
.
^
ン
ー
爲 

こ
れ 

等
_

々
の
.具
儸
的
實
_

為

難

運

に

昭

和
.
.
1
姻̂
1
2
:
;藥

着

^

た
5

要
產
'̂
'̂

制
法』

に

繫

ば

、
へ
第一 .

顧
に
於
て
.カ
ル
.テ
ル
'協 

定
t

主
務
大
臣
に
屆
出
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
外
、
更
に
第

1
1

條
に
於
て
は
、
旣
存
の
カ
ル
テ
ル
協
定
を
行
政
隨
の
援
助
こ
邋
つ
て
が
'ヒ 

せ
ふ
と
^

_

飞
自
然
發
坐
的
％_

_

誇
カ
ル
テ
.
ル
;«

定
に
樹
し
_

淑
的
滿
地
あ
ら
こ.れ

を

鞏

固

な

ち

し

め

.る

た

め

協

定

外

に

あ

る 

所
謂
ア
ゥ
外
兮
ィ
ダ1
文
こ
*'
0

協
淀
％
桌
制
的_
加

观

せ

し̂

^

,0

協
定
員
に
對
し
て
も
、
そ0;
規
約
の
'嚴
守
を
强
耍
せ
ん
と
す
る0 

以
lh

述
べ
炎
寶
か
ら
し
て
、
：
大_
後
資
沐
浼
_

諸
國
は
自
由
'#

利
褒
濟
か
ら
枸_

利
經
濟
へ
、
：更
ヒ
銃
制
經
濟

へ..

の
道
を
迪
つ
て 

ゐ

名

傳

が

：朋

か

で

：
あ

$

0

0
观
9

ヤ
次
そ
0

避
_

姐
織
，の
碁
本
構
邊
に
何
等
か
の
變
化
を
齎
ら
さ
な
か
つ
た
：で
あ
ら
ぅ
か
。
そ
は
價
格
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で
&

ぐ
、
從
0:
'て
#

_

を
勸
明
す
か
所3
现
論
0

前
#'
:
^な
し
て
ゐ
.な
か
0

た
0

そ
れ
故
，
彼
等
ね1K

ふ
自
然
價
格
は
同 

時
.に
あ
る
碎
.ぎ
債
#'

で
も
あ
0
.た
の
で
あ
る
0
、
ぺ
.
ン
-.ご

.:
#

が
が
坶
衡
傲
格
論
：忙
於
け
る
存
在
と
當
爲
乃
至
規
範
の
_

接
的
同t

性
比
.
、
' 更
に
ス
ミ
ス
に
於
て
見
出
さ
れ
得
る
。
彼

は

『

自
然 

賣
咨j|

と『

正
^

H
：

格

.〈
n
o
r
m
a
l
p
r
i
c

か)(
n
o
r

日
即
ち
規
霧)

と
:̂
-
同
一
'
義
'に
用
ひ
て
ゐ
るo

こ
の
：價
格
論
f

於
け
る
存
法
と
當
爲
乃
至
規 

範
赞
同
一
視
ば
、
更
に
絶
称
を
规
电'̂:
る

所

蒙
«-
00
:
薇
究
#

於
ぬ
明
_

ゆ
規
.は
れ
る
0
'
1
4徹

底

な

形

で

は

ス

ミ

ス

：，
に

於

て

、
霞

'し

た 

:

珍

で

は

：リ

ヵ
1:
.
广

オ
IC
-
於

そ

主

張.ざ

れ
.
L

る

債

き̂;
出

賢

働

衝

値

說

で

あ

が

9

何

故

價

値

が

勞

働

ょ

り

.の

.み
權
成
さ
れ
る
か
の
咄
題 

r

對
し
:'
-

ル
.ミ
x.
:
k

リ
が
ー
ド
.：オ
t

決
し
て
;̂

分
な
.解
答
を
興
次
て
ゐ
な̂;
。
撒
等
ゆ
こ
れ̂

證
明¥

:

ん
が
爲
.に
，
勞
働
が
生
產
耍
素 

と3
:

て
支
靶i

な
役
割
.を
濟
茗
が
だ
紙
输
_

會

：
の

羅

む

齚

提
'̂

て

ル̂

と
云
ゆ
ん
<3
:
-
.丨
.は
、/-
寧
を
理
想
;̂

會
を
歷
敗
_

實
ど
看
做
じ
だ̂

の
货
あ
、る
？
即
ぢ
こ
の
辟
始
狀
態
比
自
然
法
學
者
が
好
ん
で
假
定 

錄

观
'の
V

の
#

あ
か
v

fi
o

點

明

か

略

ス

^

奮

奴

‘

紙
撕
一
に
#

龥

動

驗
:.
.
こ
 

.

.2
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九
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響
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ダ
呔
そ
-の
.著『

民
政1:.1離

： .

T

^

,

d

rs:
r
i;
s:
bv
f
:r>
>

,

软
ホ
3

日
6

^

'

»§-
,)

ぬ
親
1:
'
;
璐

べ

乜
 

I
E<,
T

神
は
.人
酿
全
體
ヒ
向
-0
^

*

搌

怂

興

：
べ

:̂
^

«>

膂
积
る
如̂

し
て
4

而
も
人
の
身
體
私#:
自
0,

_
有
眇
屬
ヤ
浒
故
也*>
'

#;

ん

醫

働

.及

が

仕

亊

比

咖

か

吃

#1

人
：
に1|
有

な

：も0:
で

釭

.令
 

せ
ん.が

爲

.
に

ば

先

ク

ご

怍

を

戌

有

じ

'-
.

^
は

勞

德|加

：
べ

ゼ

自

然

上

|)
-
-
%

同

か̂
>
.
-引
-̂

離

し̂
'

脱

々̂
-
^

た
?>
'
;
-び
.

凡
^

ん

办

幣

働

が

加
0

ぞ
.居

る
0

规

ち
#

脊

な̂
>
;
CD
-
に
^
*UE

鄭
^

固

有

が̂-
伙

が*«
:
つ

て

が 

奪

.
此
.の
_故

；に

入

於

勞

働

を

加

：

'へ
，.た̂>
:
;
の
.
け

即̂
そ
..の
入(0
'

養
に
歸
し
て
他̂

<
1棑
除
ず
る
こ
<?
:
:4

な
る
.
0
:，
私

有

財

®
:
が

兹

に

^ 5
て
ま 

ず
ト
と
ダ
斯
か
る
砭
ッ
ク
の.私

夜

脒

產

論

比

艰

に

理

：論

：
で

'あ

る

お

：陳

晚

：ぬ

钒

興

ブ

:̂

武
ョ
ァ
踏
級
：の
抱
く>

づ
の
社
#-

做
理
で
权
り
、

. 

當
爲
で；軚

.
=̂

 

規
蔽
：で
あ.：る
：？

■'
:
. 

V.. 

:
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.
:
:
.
:
:
:
.

::
;
:
:
.
:
:
.

: 

::.':v\_ 

:
:
:
::
:
■
ン

-一
;■
:

r

•

:
:
.
:
:

;

-

.

.

.

.-:

.

.
斯
か
る
格
在
ど
當
爲
と
を
混
同
せ
る
私
有
財
産
勞
働
學
說
の
.影
響
の
下
に
勞
働
價
値
說
を
確
立
せ

ん
と
し
た
ス
ミ
ス
、
特
にリ
ヵ
ー 

ド
才
は
祁
鐵
を
跑
提
：と
せ
：ず
、
.
非
現
键
的
妃
前
提
か
ら
し
セ
そ_の
.價
値
論
を
媾
成̂

な
け
れ
ば
な&

な
.か
つ
た0
,
:
:即
ち
：リ
；ヵ
ー
ド
ォ
は
：
 

第
一
に
唯1.

の
向
質
の
坐
產
要
素
の
み
が#
す

：る
こ
へ
と
、

|第
ニ
に
勞
働
は
凡
て
質
的
に
同‘
ー
な
る'こ
.と
を
假
圮
す
る
？
然
し
普
通
生
產 

要
素
と
^

て
古
典
派
の.擧
げ
て
居
る
も
の’は
、：へ
勞
働0
外
に
*

地
及
.び
資
本
が
.あ
.る
？
'そ
れ
故
”

ヵ
ー
ド
，.オ
は
土
地
、
#
 

價
格
構
成
.に
は
無
關
係
な
る
こ
と
を
證
明
し.な

け

れ

：ば:&
ら
ぬ
''
9
:土
地
に
就
い
て
は
、•へ彼

：の
差
：額

地

代

論

.
に

據

久

-:
限
振
的
な
.土
地
：は
. 

地
代
を
坐
ぜ
ず
、.從
つ
て
地
代
は
商
齊
穀
物̂
價
格
を
規
觉
せ
ず
ひ
填
ろ
穀
價
卨
き
が
故
に
限
界
以
上
め
土
地
に
雄
代
を
生
ぜ
し
む
る
：
 

の
：で
あ
り
* (

地
代
高
：き
が
：故
に
穀
價
高
き.に
非
ず
と
な
す
。
：：然

し

彼

に

據

れ

ば

生

產

ざ

れ

た

坐

產

手

段
.で
：あ
る
が
-r

-

に
：對

す
る
價
格
た
る
利
子
は
資
本0
所
葙
加
ら
生
ず
る
の
：で
权<>
'
て
3

決
し
て
直
換
勞
働
か̂
生
ず
る
も
の
で
ば
な
い0
'そ
れ
故
資
本
利
子 

ひ
問
題
に
：於
て
はy
勞
働
M

値

說

は

成

立

せ

參

'
.
經

濟

諸

現

象

の

銃

 

'一
的
說
明
原
理
た
る0
資
格
を
先
.ふ
0
:
:と
\:

に
於
て
、::
'
'シ〖

一
.
.
ォ

ア 

は
價
値
を
權
成
ず
る
勞
働
に
は
苦
痛
を
伴
ふ
'̂

の
：
で
あ
：
る
：
と
：な

し

、

'
.
.勞
働
を
ば
こ(

の
：快
、.”不
快
な
る
*

理
的
耍
素
に.置
き
換f
る
こ
と 

に
據
つ
.
て
#

本

刺

子

の

成

立

を

說

明

：
せ
ん

.セ

し
:̂

所

謂

節

欲

說

を

樹

立

；
し

た

。

即

.ち

、
節

欲_

は
，苦

痛

な

名
.犠

牲

を

伴

ふ
4
 

こ
：
の

苦

痛

な

名

心

理

的

.事
實
か
ら
::
1
>て
.：？
焉
の
苦
痛
に
衡
す
る
報
酬'<
?

:

^允
：利

子

の
«

當
欢
る
^

と
.
を

打

出

し

て.ゐ
る
::
;：
0.こ
.わ
點
明
か
5

'

M

m滿
足
、
鈇
用
な
石
心
澳
的:«
.«

か
^

人
拥
0

當
爲
、
.規
範
を
導
唐
出
し
て
ゐ
：る
功
利
主
義
の
影

;「

へ
：,
。

-

 

' 

ヘ
ン:
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:

以
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述

べ

，
：た

斯

ょ

4

ん

て〕

、

フ
,

ォ

ク

之

ガ

ト

及

び

通

典

派

に

联

 

.存

在

の

：
硏

究

邡

ち

.
理 

論

か

：
ら

直
—

爲
;0

硏

：
究

即

ち

政

策

壹

尊

.き
讲̂

ん
.走
し
て
居̂

ぼ
失
故
に
食
等
は
好
ん
ゼ
理
嫡
經
濟
學
憂

『

政
治
經
^
^

』

な
る
名
稱

を
以
：つ.て
.呼

ん

だ

の

で

，
あ

る

、
，

.斯
く
フ
ジ
ォ
彳̂

. 

. 

.

.

.

. 

:

結
び
^

い
て
ゐ
た
が
故
に̂

活
氣
あ
冬
生̂

る
輕
濟
擧
汶
龙
夕
た̂

然
^

そ
れ
と
同
時
に、1-
;
,

を

犯

し
ー
て
为
た
の
セ
あ
る
。
：

A

■

.
、
：

 

.
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i
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へ

一
:
.
.
.

の 
>誤
謬
は
、
：
.ー#

往
と
當
爲
と.を
崚
別
す
る
：
5

羅

的

欢

新

为#

ト
派
の_

學
の
#

響
ぬ
^

に
':
"

ゥ
キT

パ
；l
te
_

つ
^
.指
摘
.さ=

れ
た
？■
即

ち

凡

：
で
#

聽

す

备

夯

の

味

直

接

疋

^

い

ど

ば̂
 

资
6

#

往
に
對
す
：る
#

惡
の
判
斷 

は
备
僩
人'に
據
つ
て
相
違
：

B

ゐ
:»

ぬ
で
瑪
り
；
從
っ
で
#

在
_

扱
渙
所
の
理
論
は
善
惡
0

債
値
判
斷0
.鬵

爲
'

鴂

職

お

^

^

係
ぬ 

に
：弈a

議

_

濟

學
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广
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四)
欺』
昨
在
ぞ
M

f
が
f

蔣

觀

霖

實

を

取_
氣

セ

載

分

唯

^
各

衡

が

設

定

す
る
乎
段
か
现
鼢
は
與
ベ
得
る
の
み
で
ぁ
り
ハ
應
/|
]

理
諭)

->
;

决
11
>
ゼ
_

論
考
の
¥

の
が
直
書
爲
縛
規
範
ゥ
政
獠
目
輟
そ
め
も
の
を
與 

へ
得
る
ネS
で
は
な
い
と
,

難
に
於
在
.或
論
去
政
策
め
；本
質
的
差
異
が
明
：繁

さ

れ:̂
_

者
は
對
立
.芭

る

,\

と

共

た

、
.
自

的
 

袋
手
段
の
關
係
に
於
ヤ
膨
ー
さ
れ
て
ゐ
る
。
:'
:
こ
の
：點
メ
シ
ガ
ー
以
來
の
新
宙
典
派
の
祖
經
濟
學
は
、
そ
れ
以
前
の
理
論
と
政
策
と
を 

直
接
同1

視
ず
る
：フ
泠
オ
ダ
チ
作
ト
访
古
典
派
め
爾
論
歡
濟
,

^
 

,
1
步
前
進
:1
>

^
生
35
:

は
れ
得
る
も(

同
時
'に

そ

れ

は-~
.
涉
 

退
却
し
た
と̂

云

ひ

锝

食
^

衣
ふ
^

は
’

^
等
に
娘
っ
‘て
规
論
七
玻
策
と
が
所
瞭
に*

^

^

fo
.と
'

I
り
、
本
質
杧
漱
て
毪
备
兀
齡
へ
に
芬
離
き
れ
て
終
や
羚
の
で
ぁ
る
。
卿
モ

« ;
^

シ
:;
>
:
:派
'0
影
響
の
：下
杧
、
.
先
驗
的
觀
念
論
め

立

場

ょ

り

し
.て
、
：

1

在
向
體
、
鄭
ち
®

自

き
.の
：
認

識

の

可

能

性

：を

否

定

：む

、

%

ら
^

;■
. . 

.

■

■
■:
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.. 

'
-
:
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.
:

::

先

驗

乾

主

觀.
に
備
は
る
思
惟
形
式
に
據
つ
て
秧
廣
づ
け
、

m

解
す
：る
こ
と
を
以
つ

V
、

理
論
の
課
題
と
し
、
從
つ
て
现
論
經
濟
學
の 

設
岽
す
名
法
训
は
：
'
:灌

自

贤

徵

诹

で

は

が

べ

ぱ
€

觀

：の
.先

驗

妁

思

惟

形

式

に

外

な

ら

食

設

宛

：し;,
:>
:S
;
Q
.目
讷
を
實
珑
せ
ん
が
爲
：忆.は
”

先
づ
そ
め
#

段

也̂
;

て
琪
實
め
容
觀
的
亦
在
に
働
き
费.な
け
れ
试
な
4

ぬ
。
：而
し
て 

經
輞
琪
象
は
顧
令
み
各
人
於
目
的
薏
識
活
動
を
通
じ
奪
現
脖
れ
る

^

は
袞
六
^

動
ず
る
も
:<
0

で

ぁ

り

：
、
へ

例

：
へ

.ば
各
人
は
經
濟
恐
慌
を
意
欲
：せ
ざ.る
^
拘
咚
ず
必
然
的
把
是
れ
诚
現
ば

象
は
备
调
人
の
萊
體
：か
ら
獨
立
：

'に
#:
.ず
.る
容
觀
的
#

祖
で
ぁ
_る
0

^

く
樣
觀
的
#

在
'ど
し
で
の
；經
濟
現
象
そ
の
も
の
'の
法
則
を
把
振
す 

る
ご
.と
:̂

斷
念
：し 
>
.導
に
生
觀
め
恥
惟
形
式
と
し
で
の
法
則
を
'の
み
现
論g

濟

學

が

取

极

ふ

纪

ら

ば

,'
;
最

苹

理

論

經

濟

學

は

弈

觀

的

仆

抵
と
し
て
め
經
濟
現
象
に
磡
き
掛
け
ん
と
矛
石所
の
經
濟
政
难
に♦

段
を
與
汰
得
な
い
チ
即
ち
彼_

に
ぁ
'<
>

て
は
，：

存
在
と
當
爲
、

V

理 

論
と
政
策
と
は
全
く
分
離
，
對
觉
さ
れ
て
終
ひ
、
何
等
統
ニ
さ
れ
て
は
居
ら
ず
，
そ
れ
故
忆
こ
そ
彼
等
の
.现
論
經
濟
學
ほ
琎
論
の
爲
の 

理
論
：と
し
て
、
死
せ
■る經
濟
學
と

化

：し

た

：

め

寒

る
:0

新
古

歡

以
後

^
所
謂
純
粹
經濟

學

、•:
.特

に

タ
 

は
'

單
に
凡
ゆ
る
非
經
濟
的
規
象
か
ち
、の
杣
象
を
行
ふ
ば
か
，

-|
)

で
な
^

、'
.同
時
に
凡
.ゅ
る
政
策
か
ぁ'の
抽
象
セ
ぁ
り"
^
 

濟
學
の
典
型
的
な
も
の'
で
ぁ
る
0
;
べ
へ
へ
ノ
 

；
.

,「

'
:ン
：
-
ノ
 

'

.斯
か
る
本
質
上
政.策
か
ら
絕
對
：
に
分
離
、
' 對
立
せ
.
し
：め
ら
れ
た
理
論
經
濟
學
は"
'價
楮
の
自
動
調
節
作
用
、
從o

て
景
氣
の
自
動
的 

囘

復

作

用

，の
#

^

尤
ゐ
た
大
戰
前
の
：資
本
半
義
の
安
宠
期
に
於
て
は
、

.;
;
そ
の
溫
床
0

上
に
安
ら
か
な
寢:.
»
3
:を
續
け
得
た
の
で
ぁ
洛
。
然 

し
景
氣
の
自
動
的
囘
復
作
用
を
失
び
：
慢
性
的
本
況
.の
.下
に
蒙
戰
後
の
資
.本
生
義
の
危
櫸
に
龄
て
は
、
如
何
に11
(
:
界

的

不

況

を

克

服 

す
可
#

か
の
：政
策
的
關
心
が
力
强
义
人.々
を
獲
へ
.
る
に
.至
つ
た
o

一‘然
る:

に
從
來
め：

理
論
經
濟
學
は
單
に
政
策
か
ち
分
離
さ
れ
て
居
り
た 

比
と
C

ま
ら
ず
、
自
曲
營
利
經
濟
を
前
提1>
.て
ゐ
る
が
故
に
、"旣
.に
拘
m

營
利
經
濟
杧
移
行
せ
る
今
日
、
；：何
等
政
策
に
貢
献
す
る
こ
土 

は
出
來
ぬ
o

:

此
處
に
.最
近
に
於
け
る
理
論
經
濟.*

の
.衰
退
.の
原
因
が̂

す
る
の
で
ぁ
'
る
？
然
し
理
論
經
濟
學
な
る
：不
死
鳥
は
、

『

純
粹
經 

濟
擧』

が
ら『

政
治
經
濟
學1

ベ
、と

轉

零
^

こ
i

に
據
つ
.て
、)

力
.强
ス
そ 

：

：

:

:然
-1
,
現
代
に
：於
け.る『

政
治
經
濟
擧
.の
.復
興』

は
、"
單
杧
#

在と
當爲
とを
苘接
同̂

ぶオ
タ

ラ「

ト
乃
至
*
典
派
の 

政
治
經
濟
學
へ(0
:復
歸
.で
：
は

な

ぃ

：

0
.
:
;
'
そ

れ

は

、
：
：

.理
論
經
濟
學
が.經

濟

政

策

ふ

『

對

立

物

：の
_
:-
-
*
氣

味
す
る̂

如
ち
理
論
は̂

往
を
.取
扱
ひ
、々
：政*;
は
當
爲
を
取
扱
：ふ
も
の
也̂
て
'、一̂

-

ン

麗

沏
1C
;
立
^

理)

讓

濟

學

マ

ノ

.

1
;
F

'

(

九
S

〕



.轉
換
期
^

立
つ
鐵
論
：經
濟
學
 

U

六

人

九

】

六〕 

他
方
理
論
は
そ(0
.客
觀
的
眞
理
性
を
政
策.に
於
て
檢
證
さ
れ
ー
政
策.
理
論
に
據
^

て
是
の
合
理
的
处
串
段
が
與
へ
ら
れ
"
：以
つ
て
兩 

密
は
不
可
分
の
統1
的
關
係
に
置
か
れ
る10
:
:換
言
す
れ
ば
>
:理
論
經
濟
學
の
設
定
ず
：
.る
諸
經
濟
法
則$

は
、
’對
象
か
ら
感
性
を
通
じ
て 

硏
究
者
め
虫
觀
に
與
べ
 

'ら
れ
.た
複
雜
な
經
濟
現
象
を
思
惟
操
作
に
據.o
て
擊
理
す
石
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
く
主
觀 

..に
於
げ
.る
.思
惟
の
所
產
セ
あ
.り
、「

從
、つ
て
、
，梁
し.て
そ
：
の

法

則

が

：主

觀
..か
6

獨

立

に#

ず

る

、客

觀

的

仿

窗

體

の

法

則

を

把

握

し

た

も
 

の
で
あ
る
か
否
か
は
、'¥
.に

理

論

的

硏

究

即

ち

主

觀

内

の

，
思

惟

活

動

に

.と
ゾ
ま
石
限
り
證
明
さ
れ
得
な.い
'-
'
.
0法
則
.の
：客
觀
的
鹿
理
性
は
、 

由
觀
が
客
觀
的#
在
に
働
き
掛
け
る
所
の
：政
策
遂
行
に
據
つ
て
Q

み
證
明
さ
れ
る
。.即
ち
何
等
か
の
.當
爲
判
斷
に
據
つ
て
主
觀
に
設
定 

さ
れ
た
政
策
目
的
を
客
觀
的に
赞
現
せ
ん
と
す
る
場
合
、
そ
の所

期
の
目
的
を
實
現
す
る
杞
如
何
な
る
手
段
を
選
系
可
き
か
を
法
則
に 

栽

づ

い

て

宛

め

、
，
：
；
そ

の

.手
段
を
用
ひ
.て
钜
觀
が
客
觀
的#
往
に
働
含
掛
け
た
結
果̂

主
觀
ね
所
產
た
る
法
則
忙
準
じ
で
豫
侧.1
.
て
ゐ
た 

通
.り
の
.結
果
が
現
象
とし
て
感
性
を
通
じ
主
觀
に
與.へ
ら
れ
る
な
ら
ば
ヴ
そ
の
法
則
が
客
觀
的
存
在
自
體
の
'法
則
な
る
こ
と
が
證
明
洚

ど
、
同
時M

相
互
に
他
な
く
し.て
は
そ
れ
A

身
成
立
し
得
ざ
る
も
，の
と
し
て
不
可
分

5

統
一
を
な
す
。

.た

ぐ

こ

の

際—•
言

注

意

ず

可

き

ば

、

'無
限
に
.多
機
な
る
全
苻
在
自
體
の
諸
法
則
を
有
限
な
务
各
個
人
：の
逢
觀
が
凡
て
把
握
し
得
る
も

. 

の
：で
は
な
く
、
全#
在
0'
1
:
.
:
而
の
把
握
、
即
ち
客
觀
的
な
：る
相
酸
：的

認

碧

獲

得

：し
::
,
'
>
:
.
こ
'の

翁

限

：的

認

識

(7
)
施

礙

な

：る

蓄

積

ヒ

據

つ

.7:
^ ̂

全
#

在
と
：•
致
す
る
絕
對
的
認
識
に
近
づ
か
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

.

.そ
れ
故
现
論
は
近
似
的
に
存
在
自
體
の
.法
則
を
把
捤
す
る
こ
と
を 

課
題
と
す
る
の
：で
：あ
る0
:激
し
力
ン
>

生
韻
杧
於
け
る
如
ぐ:>
:
'物
岿
體
の
'認
識
を
斷
念
し0
單
祀
主
«

め

思

惟

形

式
.^
€

て

の

雄

則

を

硏
究
す
を
も
の.ー
で.は
な
^ ;
0

:■•

/■
■
.,
' 

: 

へ
ニ
：」

.

.

.

.

:

.

「

•

.-
’ 

:

:
.

」

.

.：V
'

斯
く
理
論
と
政
策
と
は
對
立
物
の
統

I

を
な
し
、
從
つ
て
理
論
は
政
策
に
役
立
つ
可
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
理
論
を
政
策
に
役
立
た 

せ
る
爲
に
は
、

一
つ
の
闲
難
な
問
題
に
當
面
ヤ
る
。
%

來
理
論
經
濟
學Q

設
定
す
る
法
則
は
、.自
紙
科
學
の
.そ
れ
の
如
く
或
る
程
度
超 

歷
史
的
な
も
.の
で
な
く
、

一
 

定Q

歷
史
的
發
&

陇
階
に
.於
け
る
經
濟
紙
繳
内
に
安
當
す
ふ
法
嶋
で
■あ
：o
v
l
'
.
o-

の

歷

处

的

法

則

.で

は

あ 

る
が
、
而
も
尙
は
そ
の-U
定
.

6

經
濟
紕
織C

.

に
於
て
^

--
*
.般
に
®

當
す
る
^

の
ど
論
て
、:.
v

l
般
性
を
腺
持
す
る
。
'

斯

く

1■

般
的
妥
當
性 

を
有
す
る
經
濟
法
則
を
設
定
す
る
爲
に
は
、
現
實
に
#

す
る
個
々
の
具
體
的
な
經
濟
諸
現
象
か
ら
、
或
る
程
度
個
々
の
現
象
の
特
涨
性 

を
抽
象
し
、
共
通
の
條
件
を
設
定
し
、
そ
の
條
件
の
下
に
法

g

を
設
定
す
る
。
從
つ
て
法
則
は
そ
の
共
通
の
條
件
內
に
於
て
の
み
絕
對 

的
妥
當
性
が
中
：張
さ
れ
る0
然
る
に
經
濟
被
策
は
：
一
定
の
，特
殊
な
具
體
的
經
濟
現
象
:に
對
し
：て
働
き
褂
け
るも
，の
で
あ
り
、
a

つ
そ
の 

具
脗
的
經
濟
現
象.：は
、
法
則
*

;1

此
す
る
場
合
に.假
定
さ
れ
.た
共
通
の
.條
件
以
外
に
更.に
.そ
れ
自
身
に
：特
有
.な
條
件
を
含
ん
で
居
る
が 

爲

に
、
往
々
.そ
；
の

特

殊

な

條

仲

の

爲

"に
法
則
の
作
叩
を
妨
げ
ち
れ
る
こ̂
が

あ

る

。

，
そ

れ

故

、
，
.
.
理

論

經

濟

學

の

設

宠

す

る

法

則

は

個

 々

の
真
體
的
な
經
濟
現
象.に
對
じ
、.1

般
的
可
能
独
を
荥
す
に
と̂
ま
、り
、,'
'
果
し
て
法
則
0.

示
す
如
き
結
.果
が
必
然
的
に
現
實
に
現
は
れ 

來
る
や
否
や
は
直
接
生
張
し
得
な
い

O

斯
く
て
ー
'
敗
的
可
能
性
を
示
す
に
ど
ぐ
ま
る
理_

ヒ
ぱ
直
衝
具
體
的
現
象
を
.取
扱
ふ
政
笟
に
利 

用
し
得
る
も
の.で
は
な
;:
:
<、”
雨

清

，
間

に

は

」

走

の

限̂

が
:#

す
る
。
，̂
:1

.
政
治
經
濟
學
必
し
て
の
理
論
經
濟
學
は
、
理
論
か
ら
政
策 

へ
の
移
珩
を
可
級
的
疋
容
渴
な
ら
レ
め
る
爲
比
、

，

一，般
的
可
能
性.を

示

ナ

法

則

：を

出

來

得

る

限

り

現

實

的

必

然

性

：を

示

す

法

则

に

接

近 

せ
し
め
ネ
可̂

で
；あ̂
:
ー
從
つ.て
.
~-
-

般
的
條
神
於
方
進
ん
で
順
次
に
祁
來
賴
ネ
跟
り
具
體
的
膽
跦
條
件
を
顧
慮
す
可
き
で
あ
る
。

M

M

i

m

m

M

M

,

,

.

二
士 

ハ
为 I 

七)
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上
記
の
_

く
、
轉
換
期
に
立
つ
理
論
經
濟
學
は

『

柚

象

的

凝

ま
■

學
か
ら
JL
ii
;

的
な
政
治
經
濟
學
へ
轉
換

』

す
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
。
即

ち

理
論
_

濟
學
は
.經
濟
政
策
と
對f

o:
?

な
る
關
係
S

つ
も
の
.
で
あ
り
、：

從
つ
て
前
者
は
後
者
に
役
立
つ
可
き
も
の 

マ
あ
り
、
前
i

論
が
後
衆
政
.策
に
役
立
つ
が
爲
に
は
、
出
來
得
る
眼
り
現
實
0.

具
體
的
特
殊
條
件
を
前
提
と
し
、
そ
の
上
に
法
則
を 

KX

定
ず
可
き
で
あ.る
。

然

し

5

豪

望

惟

作

用

は

、
最I

ら
こ
れ
等
I

t

具
1

諸
I

I

提
し
、
そ
れ
かI

f

 

I

す
る
こ
と
は
出

來
ぬ
デ
吾
々
の
软
惟
は
、
：：先
づ
で
れ
等
諸
條
件
の
^

個

々
の
特
殊
的.な
條
件
を
或
る
程
度
迄
柚
象
し
、
比
較
的
單
純
な
條
件
を
、

■

し
、 

そ
作
か
ら
出
發
し
て
最
初
は
比
較
的
柚
象
的
な
法
則
_

定
し
、
-̂

ぃ
：で
次
第
に.特
涨
的
條
仲
文
顧
慮
し
て
、
^
誘
独
則
の
設
记
へ 

と
つ
龛
逝
む
の
で
あ
る0
即

ち

柚

象

か

ら

具

體

：へ
：と

向

ヒ

し

な

^

れ

ガ

な

ら

ぬ
'.
0

''
;
:
り

ん
 

：

.'.
'
.

析
く
思
惟
は
そ
の
出
發
點
に
於
て
柚
象
を
行
は
.な
け
.れ
ぱ
方
ら
ぬ
へ
亦
：、

.'

そ
：
の

柚

象

に
'拟

，ー

定

の

限

界

が

.#

す
る
。
と'云
.ふ
の
は
、
正 

に
硏
究
す
可
き
對
象tv

Q
i
.
Q

に
：馨

な

質

迄
も
抽
象
し
去
る
こ
と
は
出
來
な
ぶ
ら
であ
る
。
、即
ち
理
論
經
濟
學.Q

對
象
は
歷
史
上 

に
於
け
るj

宛
の
.經
濟
組
織
即
ち
現
代
に
於
て
：は
資
本
主
義
な

f

經
濟
組
織
で
あ
：
$

、
、
.
廣
o

て
資
本
主
義
に
固
有
な
質
を
杣
象
し
去
る 

と
と
は
出
來
な
:v
>
.若
し
魏
度
：に
抽
象
を
衍
ひ
、
そ
の固
貧
の
質
迄
も
抽
象
し
';
%
斯

:<
.て
得
ら
.れ
た
所
の
.資
本
主
義
と
は
無
關
係
な
質
を 

前

提

と

し

、
：
そ

仏

ょ

り

法

則

を

演

繹

す

.
る

な

ら
ば
、
そ
の

法

則

は

何
.等

.資

本

浅

識
(0
經
濟
現
；象
を
；說
明
し
得
な
い0
斯
か
る
固
有
.の
，質 

笾
も
全
く
抽
象
し
て
終
ふ
所
の
所
謂
純
粹
抽
象
を
节
ふ
螽
濟
學
者
は
頗

-:
2
,多
い
0
:
.例
へ
ば
、
：：旣
に
：古
襲
縦
の
：
-*

濟
學
者
は
，
各
經
濟
紐 

娥
烬
は
無
關
係
に
、:.
人
間
が
*®

性
的
な
る
限
り
常.に
尊
守
す
'る
：所
の
、
”
.*

少
勞
費
を
以
つ
て
最
大
效
果
を
擧
げ
ん
と
す
る
、

『

顧
濟
の
本 

則
^

即
ち
營
利
欲
を
前
提
と
し
、
：凡
吹
る
經
濟
組
織
に
安
當
な
：る

#

則

を

設

宛:^
ん
と
：せ
る
も、
：
^

於

て

支

配

ヵ

を

獲

得

し

允

の

は

、
，全

<

近
代
に
.於
ヤ
資
本
生
義.が
成
贫
七
.た
以
後
^

こ
.

.̂

で
あ
：る
：
0 

.又
限
界
效
；巢

派

の：

經
濟
學
者
は
、

.

.

.

.
” 

.... 

.. 

ノf 

. 

.3
 

. 

•• 

' 

.

.

.

人
間
办
.趑

：歷

史

的

な

心

：國

的

屬

性

た

名

！

-

^J

か

ち

：出.發
し
：ダ
ゐ̂

,
:然
し
被
譯
は
洞
時
に
自
由
競
爭'.
V
5
:前
提
し
て
居
り
、
：'七
の
：本
質 

に
於
て
は
大
戰
前
に
至
名
資
本
生
⑩
を
對
象
と
し
て
ゐ
る
の
で
お
る
ぐ
へ
寧
ろ
吾

^

は
資
本
主
義
に
固
濟
な
肩
に
她
象̂
と
ビ
^
可
き
で

.
:
.
' 

.

:-
-»•
. 
•
+■.'
,
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.

あ
^

,

：從

？

そ
の
杣
象
は
純
解
袖
象

^

は
な

”々

旣
ic
.
'^

薩

度

俱
■

洛

象

議
■

て：
.

.

W

#
期
に
歧
っ
理
霞
顧
濟
學
 

二
^

^

，プ
ベ



轉

換

期

に

立

論

論

經

濟

學

H

0

(

九
1

5
5 

■ 
?
愈
し
-:
'

資

本

虫

韻

：に

固

有

汝

貧

左

-3
5
:つ
4

^

.

^

<被

：
、
：
商

品

で

響
.
：

资f

免
利
潤
、
ン
利
子•
資
本
制
地
代
、
景
氣
變
励
、
资
木 

蓄
積
”

獨
击
等
種
ス
あ
る
テ
そ
れ
筹
種
タ
の
質
の
內
ン
最
项
如
ま
な
る
貧
を
柚
像
し
プ
そ
れ
ょ
り
硏
究
を
骀
む
可
き
で
あ
ら
ぅ
か
”
思 

惟
は
柚
象
的
衣
谭
純
な
も0
か
ち
順
次
具
體
的
啟
複
雜
な
も
の.に

進

ま

な

け

机

对

龙

ら

な

ら

ぬ

以

上

，

最

4

單
純
な
質
か
ら
始
む
可
き 

，
で

あ

る:i::
°

a

つ
ハ
單
純
な
も
の
は
複
雜
な
も
の
\

一

 

要
素
と
し
て
、«

次
に
.ょ
‘;1
)
.複
雜
な
^

の
.に
入
り
込
.ん
.で
行
く
も
の
で
あ
る
か
ら 

L

て
、
.
同
時
に
凡
ゆ
.る
ょ
屮
複
雜
食
質
に
元
素
形
態
と
し
て
入
り
込
ん
で
ゐ
名
樣
な
最
ち

I 

f
e的
な
^

^

ら
始
む
可
き
で
あ
る
。

.;

然
ら
ぱ
、
：資
本
主
義
た
固
有
な
、
而
も
東
も
1單
純
な
、
最
-f

1

般
的
な
質
^

ほ
何
か
。
筆
#

を
し
て
®

は
し
む
れ
.ば

、
，
商

品

價

格

な 

る
項
で
あ
る
:0
i

琴
ふ
の
は
、
資
本
生
義
は
最̂
發
達
せ
る
商
c
nn

生
產
社
會
で
あ.
^
、
即
ち
直
接
の
坐
產
に
限
ら
ず、
' 分
配
.
消
費
の 

凡
て
は
商
品
價
凇
尤
甚
づ.い
て
：
の

本

行

は

れ

る

0

そ
れ
故
商
品
價
格
そ
缺
：く
な
ら
ば
資
本
主
義
社
會
ほ
存
し
得
な
い
の
で
あ
り
、
商
品 

謂
格
こ
そ
資
体
生
義.に
固
有
な
.潔
で
.あ
る
o
'勿
論
冉
代
的
、|

p

例
經
濟
組
織
に
於
て̂

商
品
生
產
が
行
は
れ
た
が
、
'そ
れ
は
偶
發
的 

.の
ゑ
め
で
あ
り
、
そ

れ
:#
ま
濟
組
織
の
支
配
原
理
は
自
給
自
足に
.あ
つ
た
。
文
齒
品«
格
は
最
も
單̂

な
具
つ
最
冬I.

般
的
な
質
で
も

あ
る
:0
即
ち
勞
働
功
、'資
本
、
.土
地
に
し
て
も
、

般
に
商c
g
iル
て
夫
々
賃
銀
、利
子
、
地
代
な
る
價
格
を
得
石
も
の
で
あ
り
、
價

.
• 

,

格
.な
る
質
.を
そ
の
元
素
形
態
士
し
て
含
む0
勿
論
賃
銀
、
利
子、
' 地
代
は
夫
々
一
般
商
品
價
格
な
る
質
以
外
に
そ
れ
特
有
の
質
を
持
つ

'r
ゐ
る
も
'の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
代
の
理
論
經
濟
學
は
欲
望
乃
至
欲
望
充
足
の
手
段
獲
得
の
爲
の
生
產
活
動
の
如
き
凡
ゆ
る
經
濟
組

.

.

. 

.

.

.

.

.
- 

,

■ 

... 

. 

. 

. 

. 

.. 

- 

, 

,

織
にf

通
な
質
か
ら
出
發
才
可
き
で
は
な
く
、
'
寧
ろ
資
本
生
義
經
濟
組
織
に
固
有
な
る
撮
も
軍
純
な
且
.つ
最
も
一
般
的
な
質
、
即
ち
商 

.品
價
格
か
ら
出
發
す
可
き
で
あ
りy
從
■つ
て
消
費
論
乃
至
生
產
論
か
ら
で
は
な
く
:-
'

交
換
論(

流
通
論
5
か

ら

出

發

す

可

き

で

，
ぁ

、
る

0

;:
■

と
こ
シ
で
;'
^

從
來
の
理： i

鸫
濟
臀
は
商
品
徵
格
を
抓
究
す
る
：：に
瞥
り
オ
完
全
な
1.

自
由
競
爭』

を
俞
提
と
七
、
自
由
競
爭
價
格
を
孤 

究
ず
る
と
：と
を
主
袈
な.る

課

題

と

し

：、
；：單

忙

，補

遺

ヒ

龄

て

獨

占

價

辂

が

硏

究

さ

れ

名

に

:a

ヤ

ま

，つ

^

。

.'

さ
て
完
全
な
る
自
由
競
爭
が
行 

は
.れ

得

る

が

爲

：
に

.は

：>.
.何
人
も
市
場
の
需
供
關
係
に
茭
配.ヵ
.
:|
:

持
た
ざ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
從
つ
.
て
嚴
密
に
沄
つ
：て
、
_完
洤
な
名 

良
由
競
爭
が
行
は
れ
る
爲
に
は
、
;-
'
:少

く

士

も

次

：
の
：

.
-1
:

0

:

 

;■
-:
'

第
兌
に"
參
數
の
寶
手
竝
に
買
杀
が
存
し
、
へ
：從
っ
龙
或
る

.
1
:人
の
'
人
め
勢̂

;^

菜
圑
結
し
た
數
名.の
-
<
.
の
勢
ヵ
が
何
等
問
題
と
な
ら 

ざ
る
こ
と̂

そ
'
の
數
が
無
限
だ
裏
ふ
こ
泛
を
要
し
教
い
が

：、
.：̂

に
が
.
く
頗
：ゐ
多
數.の
人
が
存
し
，
免
の
結
果
、
.假
令
人
或
る
個
人
が 

事
實
些
少
の
：影
響
を
價
格
‘に
及
ば
し
得
る
場
合
.に̂

、.
.：そ
れ
は
無
駄
で
あ
る
が
爲
に
彼
は

*

へ
て
こ
れ>

行
は
ぅ
と
じ
な
..い
こ
と
が
必 

要

で

：
あ

.る

 

o

.

'

v

,

:

- 

v.'
r

:
 

‘
ぺ

，
リ

..り
：？

!'
':へ
：

-:

第
二
に

、
凡
ゆ
る
生
產
者
が
同
一
商
品
を
坐
產
し
、
而
も
そ
れ
を
同
；}，市
場
に
販
賣
す
る
場
合
に
の

み

、

各

個人
乃
至
團

體
の
價
格 

に
對
す
る
支
配
力
は
売
全
に
除
却
さ
れ
、
.
完
全
に
自
由
競
爭
が
行
は
れ.名
。
商
品
が
完
全
に
同
一
品
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

1
K

ふ 

の
は
':
':

若
し
或
る
一.
人
の
*

手
の
：生
產
物
が
他
の
寶
手

Q

坐
產
獅
;;
^
.多
少
異
つ
.て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
の
相
違
せ
る
彼
自
身
の
商
品
の
價 

格
に
或
る
：程
度
支
配
ヵ
を
持
ち
得
：る
か
ら
で
.あ

，
る

。
：
單

.に

商

：品

，

.の
品
質
.が
同
.
1
' で

：
あ.る
^か

..P
.

で
方
く
、
寶
手
も
そ
の
性
格
、
評.制
、 

.店

舖

の

場

所

の

：便

利

.さ
等
に
於
て
同
透
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
タ
'
.
'ふ-
.
Vぐ

パ

V
'

:

.さV

斯
か
る
前
提
は
現
實
に
は
全
く
存
し
得
ず
、
：從
つ
て
完
全
な
る
自
由
競
爭
は
行
れ
得
る
も
：の

'
で
は
な
い
が
、
而
も
尙
ほ
資
木
主 

義
ぬ
咱
由
營
利
經
濟
的
發
艰
階
級
に
於
て
は
、
自
由
競
淨
が
經
濟
連
活
に
.對
し
支
配
力
を
持
つ
て
居
っ
た
が
做
に
、
價
格
を
硏
究
す
る

‘

，

轉
換
湖
に
.立
っ
，理
論
鸫
濟
學
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篇

期

に

立
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理
論
經
瑭
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一
.

'

層

一

.

(

九
二
3
 

挞

當

，つ

て

も
-.
.
»
.
.木
來
自
山
競
爭
を
前
提
と
し
、
單
；に
補
遺
に
於
て
獨
占
を
前
提
し
て
も
、
倚
ほ
當
時
必
價
格
現
象
の
本
質
を
把
掘
す
る 

こ
と
が
出
來
た
。
'

;

パ

 

ノ

/ '
‘

;•
!
:然
^

^

,

.第1
節
で
述
べ
た
如
ぐ
、
自
凼
競
郇
は
そ
の
內
的
必
然
性
を
以
つ
て
對
立
物
た
：る
獨

IL
i

に
移
行
し
、
獨
占
の
强
化
に
據
つ 

赘
、ハ
戰
後
資
本
中
：義
は
自111

營
利
經
濟
か
ら
拘
束
營
利
經
濟
的
段
階
に

(

移
行
し
た
で
#

つ
ー
て
”
、

完

全

な

名

自

由

競

爭

を

前

提

し

て

«
.
格 

を
硏
究
す
る
迄
と
は
、ハ
決0

て
拘
來
經
濟
的
現
段
階
に
於
け
名3
£
8格
.現
象
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
：然
ら
ぱ
現
段
階 

に
於
け
る
諸
偾
格
瑰
象
に
固
有
な
而
も
最
も
ニ
ー
般
的
な
前
提
每
は
何
か

。

：

.

:

'

^

• 

.ぐ..

.

.

.

.

.
'
.
；. 

■•
. 

- 

•

ざ
セ
、：

る
前
提
を
見
：出
す
に
當
つ
：て:>
^

度
ワ
ジ(

オ
タ
ラ
1

->
.乃

至

古

典

派

の

：
經

濟

學

者

が

な

し

.た

如

::
<

、
當

時

に

於

て

事

實

... 

0

:

0

- 

.

.

. 

o 

o 

o 

o

支
配
力
を
得
て
居
ら
ず
し
て
、
單
に
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
の
當
爲
乃
至
政
策
目
的
た
り
し
自
由
競
爭
を
直
ち
に
存
在
の
研
究
た
る
理
論 

經
.濟
學
の
.前
提
，ど
な
：せ
，;b
如
き
方
法
を
取
る
辜
は
出
來
ぬ
。

：

寧
ろ
吾

.々は
、
：
現
段
階
に#
在
す
る
憤
格
現
象
の
：̂

事
實
に
固
有
な
而
も 

般
的
な
前
提
を
求
め&
け
れ
ば
な
ら
ず
、.
こ
れ
が
爲
m

は
，價
格
に
關
し
て
：集
積
さ
れ
た
多
數
の
銃
計
を
茶
礎
-i

し
、
そ
れ
か
ら
斯
か 

る
前
提
を
求
む
可
き
で
ぁ
る
タ
又
斯
か
る
前
提
か
ら
出
發
し
て
の
み
、
，
理
論
經
濟
學
试
現
實
の
具
體
的
經
濟
學
た
り

-#

る

,0

で
ぁ
る
。： 

タ
'1
>

デ
V
 

ク•： >、 /

ル.K:

も

、
經
濟
組
織
の
，
心̂

新
し
き
經
濟
學
の
必#
:の
問
題
^

取
扱
つ
た
極
く
最
近
の
論
文C
2

)

に
於
て
、
理
論 

經
濟
學
の
mj
ii

を
#

双
す
る
に
當
つ
で̂
m-
m

co
m

要
性
を
强
調
し
，て
次
の
如
く
述/、へ
て
ゐ
る
。
從
來
の
經
濟
學
の
根
本
的
な
弱
點
の 

4

,

0は『

論
«

が
^

«

0

#

_

(

個
人
«

に
：選
擇
さ
れ&

か
ら
出
發
し
帘
ら
、.全
然
別
個
の
ー
へ
紙
の
前
提
.
：
の
說
明
仕
向
け
ら
れ
た 

點
比
ぁ
る
-'
0

$

の
如
^
>觀
察
さ
れ
た
所
の
前
描
を
理
論.の
材
料
-£

せ
_ざ
:0
:

し
'が

爲

:̂:
'

無

意

妹

な

且

勹

非

現

實

的

な

尺

度

が

必

然

的

に
#

來
の
.越
諭
の
：內
に
引■き
人
れ
ら
れ
た
。.
»
か

る

方

法

の

；
直

#

0
：

結
果
と
じ
'て
、
：

r

經
濟
組
織
の.機
能
m
.關
す
名
の
統
計
材
料
：の

. 

集

稹

は

理

論

經

濟

學

の

：學

說

に

n

m

さ

サ

られ

汽

ナ

般

控

、
：
：

2:
:れ
等
^

集
穡
は
斯
か
る
學
說
に
何
等
猓
棄
ず
し
て> 
そ
れ
等 

學
課
の
猶
實
性
を®

明
す
省v

右
に
名
9

奮

オ

る

：
こ
：
ふ

祐

名

役

立

#

な
^

っ
^

-?

利

用
-1
>
得
る
諸
事
實
が̂

^

分
無
關
保
で
ぁ0
た 

が
潙
に
、.科
學
#

理
猶
の
廉
礎
衲
乎
雜
ポ
本
る
所
の
庸
實
忆
鄭
吟
る
士
福
ふ
尤
と
^
 

.

.

.し

：.
：

:

.

.
さ

て•、
へ
第1;節
.に

於

て

：
擧

げ

た

各

_

の
靡
計
材
料
が
示
ザ
如
沁

」

：藥

廣

利

經

濟

的

龜

階

に

於

て

は

：、
癤 

價
格
に
對
す
：
';
?
>拘
束
乃
至.獨
在
價
将
のS

的
^

合
は
賴
る.增
咖
4

で

负

各

ィ

雜

じ

：
そ

：
れ

は

枸

秀

室

'
獨

布«

格

の—

^

量
的
割
合
の
增
大
を
示
：ザ
に
；
^

^

::*

り
,-
>
.決
1>
'

て
獨
占
‘に
攄
っ
て
隹
由
齋
淨
が
金
然
排
除
さ
：れ
て
終
？
.：た

琪

を

示

し

は

し

.な
い
。
明
か 

に
厂%

.A
,が
指
摘
し
て
ゐ.る

如

ズ

、

：

獨
占
一
は
假
令
へ
，
自

由

競

#

を
排
除
：し
得
る
と
し
セ
も
、
競
爭
そ
の
も
ぬ
を
f

し
得
る
も
の
で
は 

な
い
。
：
即
ち
',
;
'
1
:頗
る
多
|

|

^理
由
が
务
し
て;:
'
そ
れ
.故
|

|

%は

產

業

の

凡

ゆ

る

結

合

傾

向

に

も

，枸

ら

，ず

存

續

す

.る
。-'
競
爭
の
本
質
で
は- 

な
く
、
へ*

に
そ
：
の
：
形

態

が

變

.化
ず
岑
に
至
つ
た
？
こ
れ
等
の
理
由
は
、

：で「

ノ 
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需
要
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ぐ
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凡

ゆ

冬

册

貨

の

I
#

ば
即
ち
•」

綠

適

廣
-0

個
人
的
欲
望
祀
於
て.は
、
落 

叉
金
：
 

需
要
は
死
^

^

駕
の
價
将
に
應
じ
セ
鞲
球
さ
权
名
タ
姻
タ
の
生
產
物
漱
、
出
來
海
る
限
り
大
な
る
總
體
需
耍
女
獲
搏
せ
み
と

^

て
、

，
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慣
格
引
卞
に
.ょ
夕
て
«

带
ず
：る
:-
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如
侗
來
る
斓
由
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カ
形
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ぬ
巅
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；译
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或
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:第

空

、
，
獨

古

的

生

產

制

限

に

當

つ

て

、

不

用

と

，
な

つ

た

生

產

手

段

が

他

：の
ー
生
產
，部

門

に

向

<>

て

激

烈

.な

る

競

爭

を

な

し

、

そ

の

結
猓 

そ
れ
に
相
應
す
％
檟f
::
(
o
.下
落
が
起
る
。

：
• 

' 

■

，'
第

四

、
，
或

る

生

産

f
:

門
の
金
坐
產
カ
意
普
掘_
击

す

る

：に
：
蒙

方

匁

場

合

^

^

名
.
7 

■

'

第
五
、
：'獨
蟲
結
合
が
過
度
め
阍
格
政
策.を
行
ふ
結
艰
、
利_

獲
得
の
涴
込
が
洧
望..
^

荩

夕

た

際

：：に

於

け

：る

新

設

生

產

施

設

の

競

辱

。

:

第
六
、
：單
に4

.

定
期
間
協
宠
.:
|
:結
ん
次
企
業
家
圑
體
內
部0
薦
的
拙
#

。
^

#

激
爭
凇
或
-2
>
時

機

俾

於

て

，
そ
の
；艏

^

h

第一

か

ら

塗

ハ

逍
.の
.鄘

城
'勿
♦

テ

々
If
c

、
、®

】

；
咖

沁

第

：五

筠

0

點
^

徘

觸̂
.的

ト̂

也

:>

に
、#

1

か

ら

第

四

迄
.：
の
'«
は

著

し

く

獨 

占

的

な

ナ

ラ

ス

，
，

に

、

'第
： .I.

か

ら

第

】

睦

，
の
；
點

湫

眞

0
J
R垒

溆

冬

獨

沾

圮

當

 ̂
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^
.
v
.
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p

l

'

フ
マ
：
：
：ン

も

、
ニ
管

:0

尤
完
全
な
る
篇
競
_

#

せ
茗
^

扎

如
:.
<

、

^

:

る
，こ
'̂

を
主
張
し
て
归
く̂

集
«

交

換

め

考

べ

，
.
得

;'
?
>る
^
:
1
1
.
5
の
，
極

限

、
'
，
即

本

獨

-

H
I
4

競
爭
は
决
し
：て
売
全
に
實
現#

し
.於

ら

れ

る

に 

至
' つ
た
こ
と
は
な
く
、
寧
ろ
夫
々
そ
の
極
限
に
驅
^

れ
る
時
は
そ̂

爾
立
卿
允
顧
此
す
る
。

f

撃
は
競
爭
を
死
減
さ
す』

と
の
ブ
.ル
-丨 

ド
.

X

の
；
：
言
#

は
、
競
爭
が
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極
限
.に
驅
ち
取
冬
時'は
存
續
す
る
»

强
著
の
：獨
占
に
導
く
こ
と
を
一
石
つ
て
居
る
に
外
な
ら
ぬ
。
然 

し
同
.一
：
め

こ

，
と
，は

又

双

對

：に

、
：

：

法

律

上

保

證

：さ
：
れ

て

ゐ

な

い

眼

り

：、

：

獨

占

に

：も

常
«

ネ
の
：
で̂
つ
て
：
、
：
即

ち

獨

.占

的

地

货

が

極

度

に
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用
さ
れ
、
：
そ.し
：：て
猶
击
的
：影
響
を
及
ぼ
す
に
至
名
時
は
、
：
そ
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新
し
ぃ
競
爭
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惹

.起
;̂
9
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|攀
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頂
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り
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I

攀
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^
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.
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さ
れ
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目
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1
概
に
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ふ
こ
と
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出
來
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の
で
ぁ
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從
來
經
濟
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活
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決
し
て
靡
ら
一
方
の
或
は
他
方
の
原
理
に 

ょ

っ

て

組

織

：さ

れ

て

，
ゐ

た

'の
で
は
な
く
、
寧
ろ
常
に
兩
著
の
鹿
理
の
結
合
が
.存
し
て
來
た
$
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.ぁ

る
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兩

漭
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度
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衡
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潑
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に

；强
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向

ふ
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パ

强

く

作
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せ
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ふ

て

ゐ
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然
.る

に̂

代
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拘

來
.營

利

經

濟

的
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に
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於
ー
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_

さ
.
4
て
ゐ̂

爲
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自
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で
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»
な

く

广
 

獨

由

者#

非

獨̂

者

間

の'競

雖

、

：

約

言

す

れ

：
ば

『

獨

『

不

完

全

競.部」

が
最
も一

.

般
に
行
抹
れ
ヤ
ゐ
名.:
°

'9

1
.フ
マ
ン
、も
、
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r
i

方
匕
寶
手
の
結
合
、
僦
中̂

ル
争
.ル

.4
:
勞
働
組
合
、
傾
方
に«
予

の

組

織

と

の

：
斯

か

：る

紐

織

さ

.れ
た
黐
爭
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現
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あ
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斯
く
て
、
還

階

に

普
.る
經
濟
濰
織
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_

本

鞲

造

：を

對

象

と

す

る

所

：の
迦
：論

馨

學

は

?

廣
早
從
來
の
*

^

0

:洳
く
、
完
全
な 

る
自
由
競
#

を
.前
提
..七
し
そ
«

格
現
象
>

研

究

す

る

こ

：：と

.は

出

乘

な̂
0
:寧
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ろ
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不

毙

金

競

爭

』
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^
^
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に.し
.て
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)
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.一;换

的

に.し

そ

犁

飩

な
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る

前

衆

名
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潑

レ

て

ニ

被

賃
銀
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地
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：輕
濟
現.象
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硏
究
へ
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む
珂
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濟
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な
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つ
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經
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；
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濟
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ロ
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ン
ソ
シ
：の
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き
欣
，
完
全
な
る
自
由
競
爭
を
前
提
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*
:す

る

，
從

來
0
^
^

:

り

、
：そ

れ

故

仁

へ

望

際

家

が

'。
ハ>

尊

.

I』

多

書

し

、
检

鐘

濟

學

を

實

際

瘃

の

一

道

重

し

セ

役

菜

し

黎

，
提

と

ず

可

き

.こ
：と
を
.苯
張
-1
.
て
ゐ
る
0

阚
鐵
に
チ
ァ
ム
バ
ー
リ
ン
は

『

獨
占
的
競
爭
の
理
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な
る
著
書
の
序
文
に
於
て
、

『

本
書
が
,
證 

一
せ
ん
；と

す

：る

こ
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は
、
獨

處

な

力

と
_

柳

袭

と

が
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分

_
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決
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結

篇
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從
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て

獨

：占
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ゐ
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興
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。
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濟
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轉
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：：經

濟

學

は

第

y
l
m抽
象
的
だ
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I

に
自
由
競
#
の
經 

濟
學
か
ら
不
完
全
競
爭
乃

：

至
：獨
古
的
競_

の

馨

學

：へ
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轉

換
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す
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の
耍
浓
が；

現
E

れ
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經
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學
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經
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學
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經
濟
學
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治
經
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な
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所
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現
實^
猶
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中
變
動
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經

濟

現
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經
濟
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